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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,1P 1:20-1:50

Calculated MW: 21 kDa; Observed MW: 21 kDa

CBX3

CBX3; Chromobox protein homolog 3; HECH; Heterochromatin protein 1 homolog gamma;

HP1 gamma; Modifier 2 protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒストンH3末端のLys-9メチル化を認識し結合し、エピジェネティック抑制を引き起こす。ラミンB受容体（LBR）との相互作用を介してヘテロクロマチンと核内膜の結合に寄与する可能性がある。MIS12複合体タンパク質との相互作用を介して機能的なキネトコアの形成に関与する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	HP1 ガンマ抗体を使用した Hela、3T3、C6、COS7、CHO-K1 溶解物中の HP1 ガンマのウエスタン ブロット分析。
	

	HP1 ガンマ抗体を用いた HeLa 細胞の HP1 ガンマ (5G10) の免疫細胞化学分析。
	

	HP1gamma 抗体を使用した Hela 溶解物中の HP1 gamma (5G10) の免疫沈降分析。
	

	HP1 ガンマ抗体を使用したパラフィン包埋前立腺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	HP1gamma（2001375G10）抗体（緑）およびヒストンH3.1（リン酸化Ser10）（310045）抗体（赤）、DAPI（青）を使用したHeLa中のHP1gammaの免疫細胞化学分析。

